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胡錦濤・中国国家副主席 記者会見 

 

１９９８年４月２４日 

この会見は若きリーダー胡錦涛氏の国際舞台へのデビュ

ーでもあった。品行方正さを感じさせるという表現が妥

当かどうかは別にして、穏当で誠実な発言が目立った。

が、副主席選出の経緯についての質問には毅然とした答

えが返ってきた。 
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斎田一路理事（司会 共同） きょうのゲス

トは、中国の胡錦濤副主席であります。ちょ

うど２０年前の１９７８年に、当時の副首相と

して鄧小平さんが日本においでになり、この

日本記者クラブで、いわゆる欧米流の記者会

見を初めてされた。 

あれから２０年経過して、今回、若いリー

ダーとして期待されている胡錦濤さんが、国

際的に開かれた場で初めての記者会見にのぞ

まれているわけです。 

この後、新幹線で京都の方に行かれるとい

うことで、非常に時間が限られております。

略歴などの紹介も省かせていただきます。 

壇上の方々のお名前だけ紹介します。 

中央は、もちろん胡錦濤副主席であります。

それから、こちらが徐敦信大使であります。 

会場のみなさんからみて一番左側になり

ますが、中国共産党中央対外連絡部長の戴秉

国さんです。副主席の隣は通訳を務めていた

だきます中国大使館の王効賢一等書記官であ

ります。 

それでは、最初に副主席から一言いただき

まして、その後、質問を受けたいと思ってい

ます。よろしくお願いをいたします。 

胡錦濤 皆さん、本日、こうして集まってい

ただきありがとうございます。皆さんと協力

して進めていきたいと思います。 

ことしは、中日平和友好条約締結２０周年

です。両国政府、また両国民がともに記念す

べきこの年に、日本政府のお招きに応じてお

国を公式訪問するために、私は来日いたしま

した。この機会をおかりしまして、まず中国

人民の日本国民に対する温かい、親しいごあ

いさつと祝意をお伝えいたしたいと思います。 

ここ数日来、私は日本政府、また各政党の

方々、各界の友人の方々と広くおつき合いを

いたしまして、深く突っ込んだ意見交換を行

いました。一連の大きな問題につきまして、

日本の方々と共通認識を得ることができまし

たし、相互理解の増進、友情の増進、信頼の

増進、さらに協力の促進の目的を達成できた

と思います。 

まだ私の訪問日程は終わっておりません

けれども、訪問の成果については、私は十分

満足をいたしております。 

日本の多くのマスコミの方々は、長きにわ

たって両国関係の発展、両国民の友好の増進

のためにたゆまぬ努力を払われ、大きな成果

をおさめました。ここに皆さま方に、また皆

さま方を通じまして、すべての、中日友好協

力関係の発展に関心を持ち、また大きく努力

をしていただいた方々に心から敬意を表した

いと思います。時間の関係でこれ以上はお話

を控えさせていただきます。 

それでは、質問をどうぞお願いいたします。 

田畑（ＴＢＳ出身） 以前は記者でしたが、

いまは大学で教えています。 

中国の国家副主席というのは、大体ご老人

のポストでした。今回、非常に若い副主席が

生まれましたことは、まあ、お国のことです

けれども、非常にいいことだと思っています。 

胡錦濤さんは共産党の仕事をされていた

期間が長くて、中央政府の部長とか主任とか、

そういうポストにつかれたことはありません。

そういう人が突然、国家副主席になりました

ので驚いてもおります。 

そこでうかがいますが、３月の人民代表大

会で胡錦濤さんが国家副主席の候補者になる

ということは、一体いつ、どういう場で、ど
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ういうように決まったんでしょうか。あなた

が自分で立候補したんですか、それともだれ

かがあなたを指名するか、推薦したんでしょ

うか。 

胡錦濤 まず説明しておきたいのは、中国の

国家副主席は、若い人にせよ、あるいは年と

った人にせよ、憲法によると、その職務自体

は変わりなく、同じものであります。 

また、選挙のプロセスにつきましては、中

国の憲法によれば、中国共産党、また各民主

党派、さらに無党派の広範な人々が一緒に集

まって十分協議をし、その人選を決めること

になっております。 

この人選が決められたら、さらに全国人民

代表大会の主席団に提出して審議を受けて、

それも通過できたら、全国人民代表大会の総

会に提出して認可をもらえれば、それで成立

いたします。最後には、総会で無記名の投票

で誕生することになっております。 

率直にいって、私は一回も自分が国家副主

席になることは、あるいはなりたいことは思

っていませんでした。 

第９回全人代の第１次会議で私が選出さ

れたときに、これはすべての全人代の代表、

また全国民の私に対する信頼である、という

ふうに受けとめました。 

私としては、これから真剣かつ厳格に憲法

を守り、職務の遂行に全力を尽くして廉潔な

イメージを保ち、誠心誠意をもって全国民の

ために奉仕していきたいと考えております。 

中国と全世界のすべての国々の人々との

友好関係を促進していきたいと思います。 

全国民からの厚い信頼に恥ないように、頑

張っていきたいと思います。 

伊藤（共同） 昨年秋の米中首脳会談では、

両国間に戦略的パートナーシップを構築する

ということで合意した、と発表されました。

それ以前にもフランスと、それからロシアと

の間でも同様のコミュニケが発表されていま

す。副主席が日本においでになって各界の人

士とお話になって、日中関係は非常に順調に

発展しているというふうに思われているでし

ょうけれども、いまだに日中関係は戦略的パ

ートナーというふうにはなっておりません。

その理由について、副主席はどのようにお考

えでしょうか。何か障害があるのでしょうか。 

胡錦濤 まさにいまお話がありましたように、

中日国交正常化が実現されて以来、中日関係

は、各分野において全面的に大きな発展を遂

げました。交流も日増しに拡大されつつあり

ます。 

これは中日両国人民に実際の利益をたく

さんもたらしたばかりでなく、アジアないし

世界の平和と発展、繁栄にも直接貢献をいた

しております。中日関係の発展については、

全体として我々は満足をしております。 

ことしは中日平和友好条約締結２０周年で

す。秋に中国の国家主席江沢民がお国を公式

訪問することになっております。これは中国

の国家主席の初めての日本訪問であります。

この歴史的意義を持つ訪問が、必ず中日両国

の関係をさらに新たな段階に推し進めること

ができると信じております。 

確かに現在の国際情勢の中でどういうよ

うな中日関係を構築していくかは、我々両国

の根本的利益にかかわるだけでなく、アジア

ないし世界の平和と繁栄にも直接つながるこ

とであります。 

我々両国の政府、また政治家、いずれもが

ともに戦略的立場から中日関係をみきわめ、
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また対処しなければならないと思います。チ

ャンスをつかみ、大局の見地から、また歴史

を教訓とし、未来に向けて２１世紀の中日関

係の枠を、これから構築していかなければな

らないと思います。これでもって世々代々に

わたる友好を実現させていく必要があると思

います。 

中国共産党、また新しい政府は、今後とも

中日の善隣友好関係の発展に積極的な態度で

臨んでいきたいと考えております。日本政府、

また各政党の皆さんと一緒に、中日関係をさ

らに全面的かつ深く推進していきたいと思い

ます。この面においては中国側としては何ら

障害がありません。 

木下（朝日） アメリカのレスター・ブラウ

ン博士が、中国の水資源問題、水利問題につ

いて警告を発しました。博士はかつて中国の

食糧が２１世紀に危機に陥るであろう、とい

う警告の本を発表したことがあります。今回、

博士は、水が危機に陥るという問題からさら

に中国の食糧危機を予言しております。 

これについて副主席はどうお答えになる

か。博士の指摘が事実か否かは別として、こ

ういった水資源の問題、それから農業技術の

問題などで、日本と協力を深めていくという

か、日本に協力を求めていくお考えがあるか

どうか。 

胡錦濤 ブラウン博士は、学問の深い専門家

です。しかし、率直にいって私は彼の結論に

は賛成できません。中国は確かに水資源の不

足している国です。私は水利を専門とした経

験もあるので、普通の人よりよく分かってお

ります。 

中国は非常に多くの人口を抱えておりま

す。１２億の人の食事の問題を解決するとい

うことは、確かに我々が重要視しなければな

らないものです。 

ただ、中国の水資源の現状とイスラエルの

水資源の現状とを比較してみれば、中国のこ

の問題を解決していく見通しについて、幾ら

か自信がつくのではないかと思います。 

現在でも中国としてはすでに対処してお

り、今後とも水資源の保護、また活用につい

て一連の政策をとっていくことになっており

ます。 

例えば水資源法を制定しております。多く

の大型あるいは中型、小型の蓄水工事もやっ

ております。さらに水と土壌の保持について

の仕事を力強く推進しております。科学技術

の成果を活用して、水を節約できる農業を興

しております。全国民に水資源についての教

育をし、国民の皆さんに説明し、水を節約す

る考え方を強化しております。 

もちろん、これからもいろいろな問題にぶ

つかっていくと思います。しかし、これらの

問題の解決については、私たちは十分自信を

持っております。 

食糧の問題については、中国では古くから

「民は食を天とする」という言い方がありま

す。幾ら偉い人でも、どんなヒーローでも、

お腹をいっぱい食べないと何もできないので

す。したがって、我々は農業を国民経済の第

１位に位置づけております。 

また、一連の農業発展を促進していく強力

な措置をとってまいりました。家庭請負責任

制を安定させ、農民の意欲をさらに引き出す

ことに努めております。農業あるいは水利施

設のインフラ整備のための資金等をふやして

おります。また、科学技術の役割を活用して

おります。一連のこういう措置の結果、ここ

数年来、連続して中国の食糧は豊作でありま
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した。現在、中国の食糧の貯蓄は史上最高の

水準になっております。 

アジアの隣国でもし食糧についての需要

があれば、我々は互恵の原則のもとで十分提

供することができます。 

今後とも我々はこれまでどおり農業を重

要視し、食糧の生産について、さらに力を入

れていきたいと思います。 

加藤（ＮＨＫ） 中国の共産党と日本共産党

は文革以来、断絶の時代が続いてきました。

それが最近、改善の兆しがみられます。今回

も不破書記長と少しお話をされたわけですが、

双方の共産党の間に何か関係改善の進展がみ

られましたでしょうか。 

胡錦濤 中国共産党と日本共産党は、かつて

長きにわたって友好往来の歴史がありました。

その後、中断の歴史もありました。近年、両

党の関係においては一部の積極的な兆しが出

てきております。 

一昨日、小渕外務大臣が主催し、日本の各

政党の方々、また各界、友人の方々が参加し

た歓迎レセプションの席で、私は日本共産党

の指導者の一人とお会いしました。 

私の考えとしては、両党がともに前向きな

態度で、また中日友好の大局の見地から、独

立自主、完全平等、相互尊重、また相互内政

不干渉の諸原則のもとで努力していけば、両

党の関係正常化の実現は可能なことです。 

韮沢（日経出身） 中国にとって日本はどう

いう点で重要でございましょうか。また、中国

にとってアメリカはどういう点で重要であり

ましょうか。そして、中国にとって日本とアメ

リカ、どちらがより重要でありましょうか。 

というのは、昨年、中国のある首脳がアメリ

カで「戦争中、アメリカと中国は協力して日本

と戦ったじゃないか」という発言をされたので

す。で、私は、戦後５０年以上もたって、そん

なことを中国の首脳が発言するというのは非

常によろしくないと思ったんですね。そういう

ことがあっていまの質問が出たわけです。 

胡錦濤 アメリカは世界の一番大きな先進国

で、中国は一番大きな発展途上国です。中米

関係を発展させることは、中米両国民にとっ

て有利であるばかりではなく、全世界の平和

と繁栄にとっても有利なことです。したがい

まして、すべての世界の平和と安定を維持し

たい方々は、いずれも中米関係の安定と発展

を支持し、歓迎してくれるのではないかと思

います。 

一方、別の立場からみれば、中日両国はと

もにアジアにあって、いずれも影響力のある

国であります。また、両国は地理的に近いし、

悠久なる歴史的文化的つながりがあります。

政治的にはたくさんの共通利益がありますし、

経済的にも大きな補完性を持っております。 

当面の国際情勢の中では、中日両国の善隣

友好関係を発展させていくことの影響は、決

して普通の二国間に制限されるものではなく、

全地域または全世界にとっても両国の友好関

係の影響というものが非常に大きいと思いま

す。ですから、アジア太平洋地域の安定と繁

栄を期待する人であれば、当然、中日関係の

発展と安定を歓迎すべきだと思います。 

私の考えとしては、中米、中日、あるいは

日米、それぞれが二国間関係を推進していく

ときに、いずれも第三国を対象とすべきでは

ないと思います。いずれも第三国に向けるも

のであるべきではないと思います。こういう

高い立場から問題をみきわめていくことによ
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って新しい世紀の平和、安定と繁栄が初めて

保たれると思います。ありがとうございます。 

干青（人民日報） これまで中国の指導者が

日本を訪問し、ここで会見するときは、大体

日本人の記者と中国人の記者に交互に質問す

るチャンスを与えていただいたんですけれど

も、きょうは特に日本人の記者を優先して、

最後になってやっと中国人記者の番になりま

した。 

胡錦濤 すみません……。最後になってしま

いまして……。 

干青 わりと気軽な問題をお聞きしたいと

思います。１３年前に副主席は日本を訪問さ

れております。このたび１３年ぶりに日本に

来まして、日本の変化について一番印象深か

ったことは何であったか。それを教えていた

だければと思います。 

胡錦濤 １３年前、私は青年代表団の団長と

して来日したことがあります。当時は、日本

政府、また各界の青年の方々から非常に温か

い歓待を与えていただきました。たくさんの

忘れがたい美しい思い出をつくることができ

ました。 

１３年たちまして、再びまた日本を訪問する

チャンスに恵まれました。私の印象はといい

ますと、３点あります。 

まず第１点です。今回参りまして、日本政

府、また政界の各党派の皆さん、衆参両院の

議長、さらに各界の友人の方々と幅広く接触

をいたしました。皆さんたちの間では、自分

の国をどういうふうに治めていくかというこ

とについては、あるいは考え方の食い違いが

あるかもしれません。けれども、中日の友好

関係を推進していくということについては、

私の接触した感想としては一致しているとい

う印象でありました。 

したがいまして、中日友好を発展させると

いうことは、本当に人心に深くしみ込んでい

ることであり、みんなの願望の赴くところで

あります。中日友好を発展していくためには、

日本において広範かつ確固たる基礎があるよ

うに思います。 

第２ですが、今回いろいろなインフラ施設

とかを見ました。アクアラインの見学もしま

したし、ある農民の方の家へもお邪魔いたし

ました。 

日本経済は、いまそんなに景気がよくない

ようにいわれますけれども、十何年ぶりにま

た参りまして、日本の経済発展、また科学技

術の進歩の成果については、非常に印象深か

ったものがありました。 

私たちとしては、やはり日本との経済協力

をさらに強化し、日本のすべての進んだいい

ものを勉強していきたいと思っています。 

第３点目ですが、このたびの訪問で本当に

各方面の方々から温かい歓待を与えていただ

きました。この身で日本国民の中国に対する

温かい感情を感じ取ることができました。 

貴国に来るときには、私は中国人民の日本

人民に対する友情を持ってまいりましたけれ

ども、数日後、私が訪問を終えて帰国の途に

つくときには、必ず日本国民の方々の友情を

持って帰ることができると思います。 

日本国の発展、日本経済の繁栄、国民のご

多幸を心からお祈り申しあげます。また、中

日両国の友好関係の世々代々にわたる発展を

心からお祈りします。どうもありがとうござ

いました。（拍手） 

文責・編集部 


